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Table2. Effectivenessofincensesevaluatedbythelarge･scaleapparatus
(0.5m3).

CodeNumber i No･3 Nol4 No･9 S C

Standarddeviationdfsusceptibility

Efficiencyofknockdown

Indexofmedianknockdowntime

Medianknockdowntime(sec.)

RelativeeffectivenesscomparedwithNo.9

0.3227 0.2866 0.3933 0,2733 0.2640

3.098 3.4883 2.5423 3.6585 3.7878

2.9856 2.8850 3.2322 2.9315 2.9232

967.4 767.4 1,707.0 854.1 837.9

1.764 2.224 1.0 1.998 2.037

に中央致仰転職AJKT50の点で有効度を比較した.

実験結果と考察

鱒 1表上段の結果より各線香の絶対有効度と棟準線

香に対する供試線香の相対有効度を求めると衣の中程

以下の如くである.閉,節2表は実験迫田を大型化し

た場合の有効度を しめすものである.表中供試線番

No.1-N0.4は協力剤 S-421,No.5-N0.8はF-
5026,アルフ7ベットは1t]一版線香を意味する.

鵬試線番 N0.9を班準として No.4,N0.8の効

卿 こついて検討するならば,N0.4は N0.9の1.05

倍, N0.8はほとんど同じ程皮の有効度が認められ

た.ほかの供試線番 No.3,N0.5についてみてもア

レス.)ンのは虫にもかかわらずN0.9を上射る有効度

をしめした.このrLliはt(U'jJ剤の効果があったと思考さ
れる.しかし,協力剤の配合剤合と13-効度にかんして

は明瞭な関係ははられなかった.No.4,N0.8の結

果からみて協力剤 としてはF5026よりもS-421の
IJJ'が有効度が大であった.描,このjifはアレス.)ンに

対して S-421がすぐれた協力効果をしめしたIEiiとも

平行関係があった.

別に実的誠fLl,tを大型化して,No.3,No.4,No.9

市販品ゐ比較を行い弟2表の結果を村た.これからみ
れば小規模な装置に依っ.て精密に行なう長沢の方法で

持た結果とほぼ平行的な関係にあり実験結果は特に変

動しなかった.
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R68umる

Inthisexperimentusedthecommonhouse

flyasthetestorganism,itwasconfirmedthat

theeffectivenessofmosquitocideincensescan

besynergizedtosomeextentwithS-421and

MGK-5026. Physicallsizeoftestingapparatus

bearsnospecificrelationshipwiththeresults.

ThemethoddevisedbyNagasawaservesall

practicalpurposes.
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